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拡張期血圧

※ここで示した異常値は参考値であり、健診機関によって異常値の基準が若干異なります。

※BMIのみ要注意値を示しています。BMIは自身の体格の参考値としてください。

尿

尿糖

山口県後期高齢者医療広域連合

*医師が必要と判断した時に実施します。
心臓の収縮時に起きる微小な電流の流れ具
合に異常がないかがわかります。

心
機
能

・不整脈
・心肥大
・心筋梗塞  など

心電図* 所見あり

陽性（＋） 体に不要なものを尿として排出させる働き
をもつ腎臓や、尿の通り道に障害があると
陽性反応を示します。

・腎臓病
・糖尿病  など

尿蛋白 陽性（＋）

４８％以上

体の中に酸素を運び、炭酸ガスを持ち去る
のが血液中の赤血球の大切な役目です。
赤血球が少なくなると
体内が酸欠状態に陥り、
貪血を起こします。

・各種貧血
・白血病
・血液疾患  など

３５％以下

血色素量
(ヘモグロビン)

男性１３.０ｇ/㎗以下
女性１２.０ｇ/㎗以下

赤血球数
４８０万/m㎥以上

３８０万/m㎥以下

腎
機
能

ｅＧＦＲ
（血清クレアチニン
　から算出）

６０ｍℓ/分/1.73㎡
未満

貧
　
血

ヘマトクリット

血清クレアチニン値と年齢と性別を基に計
算します。
腎臓にどれくらい老廃物を尿へ排泄する能
力があるかを示しています。

・糖尿病初期
・尿崩症
・腎不全  など

肝
機
能

ＡＳＴ(ＧＯＴ) 3１ U/ℓ以上
肝機能の程度をみる数値として重要で、
肝機能に障害が起こると
値が高くなります。

・肝炎
（急性・慢性・ウイルス性・

　アルコール性)

・脂肪肝
・心筋梗塞  など

ＡＬＴ(ＧＰＴ) 3１ U/ℓ以上

γ-GT(γ-GTP) ５１ U/ℓ以上

血
糖

空腹時血糖
または随時血糖

１００mg/㎗以上 血液中のブドウ糖の量を調べます。
すい臓の働きが悪いと数値が高くなり、
糖尿病になります。

・糖尿病
・糖尿病の合併症
（神経障害・網膜症・腎症）

　　　　　　　　などＨｂＡ１ｃ ５.６％以上

・動脈硬化
・心疾患
・脳血管障害
・胆石　など

随時中性脂肪 １７５mg/㎗以上

HDL
コレステロール

３９mg/㎗以下

LDL
コレステロール

１２０mg/㎗以上

non - HDL １５０mg/㎗以上

脂
　
質

空腹時中性脂肪 １５０mg/㎗以上

中性脂肪やLDLコレステロール値が高いと
脂質が動脈壁にたまり、動脈硬化を進めま
す。逆にHDLコレステロール値が低いと動
脈壁にたまった脂質が
取り除きにくくなり
ます。

身
体
測
定

 ＢＭＩ
（要注意値）

ＢＭＩ値は肥満度を調べる指標です。
数値が高い場合は肥満傾向、数値が低い場
合はやせ傾向を示します。
※BMI＝体重(㎏)÷身長(ｍ)÷身長(ｍ)

・肥満
・低栄養状態
・フレイル など２５以上（肥満）

２０以下（やせ）

 血圧

収縮期血圧
血圧が高いと血管に負担を
かけ、血管を傷めることに
より動脈硬化を促進します。

・高血圧
・動脈硬化
・脳卒中
・心臓病  など

１３０mmHg以上

８５mmHg以上

健 診 結 果 の 見 方
　健康診査で異常が見つかった場合は、かかりつけ医等に相談し、再検査や治療の必要性を判断してもらい
ましょう。

健康診査の項目 異常値 説明
結果から

わかること

結果からわ解 説
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後期高齢者 健康アンケートの結果 
フレイルに関する質問を、もう一度振り返ってみましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② いいえ 

② いいえ 

③ やや不満 

④ 不満 

② いいえ 

① よい 

② まあよい 

③ ふつう 

健康状態は 

いかがですか 

② いいえ 

① はい 

① 満足 

② やや満足 

毎日の生活に 

満足していますか 

週に 1 回以上は 

外出していますか 

ふだんから家族や 

友人と付き合いが 

ありますか 

体調が悪いときに、 

身近に相談できる 

人がいますか 

① はい 

① はい 

② いいえ 

② いいえ 

今日が何月何日か 

わからない時が 

ありますか 

周りの人から 

物忘れがあると 

言われていますか 

④ あまり 

よくない 

⑤ よくない 

① 吸っている 

② 吸って 

いない 

③ やめた 

たばこを 

吸いますか 

② いいえ 

① はい 

① はい 

① はい 

① はい ② いいえ 

1 日 3 食きちんと 

食べていますか 

半年前に比べて 

固いものが食べ 

にくくなりましたか 

お茶や汁物等で 

むせることが 

ありますか 

6 カ月間で 2～3kg 

以上の体重減少 

がありましたか 

② いいえ ① はい 

① はい 

ウォーキング等の 

運動を週に 1 回 

以上していますか 

① はい 

この 1年間に転んだ 

ことがありますか 

以前に比べて歩く 

速度が遅くなって 

きたと思いますか 

フレイルチェック 質問票の見方 

健

康

状

態 

栄

養

状

態 

② いいえ 

② いいえ 

② いいえ 

質問 9 

認

知

機

能 

質問 10 

質問 11 

心 

・ 

社

会

参

加 

等 

質問 2 

質問 13 ① はい 

質問 14 ① はい 

質問 15 

健康の不安や自覚症状がある場合

は、医療機関を受診しましょう。 

 

また、生活習慣病やがん予防の 

ために禁煙や持病の治療、毎年 1回、 

健診を受診しましょう。 

高齢期のやせは、要介護の原因と 

なります。 

栄養の不足による「体重減少」や 

「体力・筋力低下」を防止するため

に、たんぱく質（肉、魚、卵、大豆 

食品、乳製品等）を積極的にとりま 

しょう。 

 

また、噛みにくさや 

むせが気になれば、早めに 

歯科医院に相談を！ 

介護予防には、足腰の筋力維持 

が重要です。 

筋力を維持向上するには、毎日 

体を動かす時間を作りましょう。 

 

まずは、家事や外出 

などで体を動かす時間 

の合計を 1日４０分間 

作ることからスタート！ 

健康を意識した生活習慣を取り入

れて、やりたいことに挑戦しましょ

う。 

 

特に、外出や家族・友人との付き

合いは、体と心にとって良い刺激と

なります。「毎日の散歩や買い物」

や「家族や友人との付き合い」で心

身を刺激する機会を意識的に作りま

しょう。 

 

 

 

また、困ったときの相談先があり

ますか？元気なうちに、相談できる

家族や友人、かかりつけ医、市町の

相談窓口（地域包括支援センターな

ど）を作っておきましょう。 

要注意の回答 安心な回答 

質問 6 

質問 5 

質問 4 

質問 3 

質問 12 

質問 1 

質問 8 

質問 7 

運

動 

健康長寿のための取組 


